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二枚貝の貝殻における示差熱分析結果の1資料

茶

小 林 巌 雄

第1図に分析結果を示す。以下で構造形態型別

に示差熱曲線の特徴を記載する。

せんい稜柱構造図''－1 ：イガイの外殻

100℃の前後に巾広い吸熱帯， 200℃～500℃

I はしがき

貝殻の物質組成及び形態的構造についての知見

は，最近様ざ玄を観点から多くの分野の研究者に

よって蓄積されている。しかしながら，貝殻の物

理的性質に関する数値が報告されたことはあまり

左いようにみうけられる。

示差熱分析によるよう左，貝殻の熱的変化の情

報は貝殻中の有機物質の性質や，化石化過程にお

ける物質変化の状態を推定する1資料にたるであ

ろう。

アコヤガイの貝殻で示差熱分析を試みた和田（

1961）は， 250℃～550℃の間にある2つの発熱

反応のピークを確認し，それらが有機物質の変化

によって生じた発熱であることを方解石との比較

及び化学的処理からあきらかにした｡叉神谷(1973）

はアコヤガイとエゾタマキガイの貝殻の分析をし

たところ,350℃～500℃にかけて大きた発熱ピー

クがあることがわかり，有機物質の酸化燃焼によ

るものと推定した。

筆者は貝殻の構造形態型別の有機物質組成に差

異があるという，これ雀での結果にもとづき，示

差熱曲線の特徴が形態型別にどのように現われる

かを調べてみることにした。

Ⅱ試料・分析法

分析試料は第1表の通りで， トウキョウホタテ

を除いてはすべて現生標本である。

貝殻の構造形態型を考慮して，殻質層別に貝殻

の任意の部分から殻片をとり，鉄及びメノウ乳鉢

で粉末にした。

分析法は示差熱分析の一般的方法に準じている。

使用機器；三田村自動記録式示差熱分析装置。昇

温率500℃／時間。

Ⅲ分析結果

の間に5つのピークをもつ発熱帯及び600℃～

800℃の間に巾広い発熱帯がある。

穆註構造図1－2～4 ：ハポウキ，タイラ

ギ，シロチョウガイの外殻層

100℃の前後に巾広い吸熱帯， 200℃～500℃

付近に2或いは3の巾広いピークをもつ発熱帯及

び600℃～800℃にかけて巾広”発熱帯がある。

ハポウキとシロチョウガイでは，この他に著しく

大きい発熱ピークと小さい発熱ピークが500℃～

650℃の間にあって，他の種類の貝殻ではみとめ

られない特異な点である。

葉状機造図1－5～8 ：エゾホタテ， ヒオ

ウギの外殻層，ナミマガシヮの左殼，化石標本の

卜ウキョウホグテ。

エゾホタテとヒオウギはエ〈類似した曲線を，

ナミマガシワはそれらと異なる曲線を示す。ヒオ

ウギでは100℃前後の吸熱帯，約300℃の巾広い

発熱ピーク及び600℃～750℃にかけて巾広い発

熱帯とがあり，エゾホタテでは100℃前後の吸熱

帯を欠除している他は，前者とほ苫類似している。

ナミマガシワでは約110℃， 310℃， 380℃，520

℃に，巾広い発熱ピークをもつ，かなり複雑を様

相を示す曲線である。

トウキョウホタテは約100℃からなだらかに上

昇し， 700℃で最大値となる発熱曲線をえがく。

現生標本でみられるような発熱ピークを欠いてい

る。

真珠構造図1－9～12 ：イガイ，アコヤ

ガイ，ハポウキ，タイラギの内調冒

100℃の前後に巾広い吸熱帯，約500℃に巾広

い発熱ピーク， 400℃の前後に1或いは2のやや美新潟大学地質学鉱物学教室

－1－



鋭い発熱ピーク及び750℃前後に弱い発熱ピーク
をもつ。 600℃～800℃の間にある巾広い発熱帯

とである。

4列ともによく類似した曲線を示す。

混合稜柱構造図1－13 ；カガミガイの外

殻層

100℃の前後に巾広い吸熱帯， 250℃～550℃

の間に2つの小さいピークをもつ発熱帯及び600

℃～750℃の間に巾広い発熱帯がある。

交差楓韓造図1－14～16 ； ウチムラサキ，

ホツキガイ，ハマク・リの外殻層

ウチムラサキとホッキガイは類似した曲線を示

し， 250℃～350℃の間の発熱曲線がハマク’リと

異なる。

ウチムラサキとホッキガイでは100℃前後に巾

広い吸熱帯，約300℃と400℃に巾広い発熱ピー

ク及び600℃～750℃の間に巾広い発熱帯がある。

ハマグリでは250℃～400℃の間に細かいピーク

をもつ巾広い発熱帯がある。 750℃～780℃の間

に小さい発熱ピークが3種に共通してあらわれて

いる。

均質構造図1－1 7 ：カガミガイの内殻層
約250℃に巾広い吸熱帯， 310℃と400℃にか

なり顕著な発熱ピーク， 600℃～750℃の間に巾

広い発熱帯及び765℃に小さい発熱ピークがある。

複合交差板構造図1－18 ：ウチムラヅ･キ

の内殻層

100℃前後の吸熱帯， 300℃～400℃にかけて

いくつかの小さい発熱ピークをもつ発熱帯， 600

℃～750℃の間に巾広い発熱帯及び795℃の小さ

い発熱ピークである。

結果を総合すると，

1． 100℃の前後に巾広い吸熱帯がある。

2． 250℃～500℃の間に発熱帯があり，その

中に約300℃’ 400℃の温度で，巾広い或いはや

や鋭いピークをみることが多い。

3． 600℃～800℃の間に約700℃を頂点とす

る巾広い発熱帯がある。

4． アラゴナイトの殻の多くは750℃～800℃

の間に小さい発熱ピークがある。
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第1図貝殻の示差熱分析結果（番号は第1表を参照）

5． 750℃付近から吸熱側へ急激に下降する。 発熱，吸熱ピーク或いは帯が示す物質変化の内

。特徴的を曲線型を示すものとしては，ハポ 容を実験的に確かめるに至らなかったので’和田

ウキとシロチョウガイの稜柱構造のパターン，真 （1161）の結果を参考にじて考察してみる。

珠構造のパターン，エゾホタテとヒオウギの葉状 100℃前後の吸熱帯は付着，吸着水の蒸発によ

構造のパターン， ウチムラサキとホツキガイの交 る吸熱反応であると推定できる。 250℃～500℃

差板構造のパターンなどをあげることができる。 の間にみられる発熱帯は，和田が指摘する，貝殻

とれらは250℃～500℃の間の曲線の形に差異が の有機物質の分解．燃焼による発熱反応の緩和で

あることが多い。 あろう。ハボウキとシロチョウガイにみられる

Ⅳ考 察 500℃～600℃の間にある大きな発熱ピークの原

和田（1961）はアコヤガイの外殻層（稜柱構造） 因は，やはり有機物質の変化によると思われる。

と内殼層（真珠構造）の示差熱分析をおこない， 600℃以上の発熱帯は機械的な誤差による疑いも

250℃～550℃の間に巾広い2つのピークをもつ あるけれども, eregoire(1968)による貝殻の

発熱帯と920℃に鋭い吸熱ピークとがあることを 加熱実験結果からみると，有機物質の燃焼が原因

示し，両層では基本的にかわる点がたいとのべて である可能性も大きく残されている。

いる。今回の分析結果によると，両層は共通した アラゴナイトは470℃付近において方解石への

点もあるが，曲線の形やピークの位置でかなりの 移転による吸熱ピークをもつが(Faust, 1150),

違いがみとめられる。構造形態型と関連させてみ 今回の場合にはそのピークが有機物の大きい発熱

るとき，示差熱曲線の形について共通する点が多 のために隠されたものと判断される。和田(1961）

いとともに，形態型の間に相異する点もある。 は貝殻をH202処理することで，有機物を除いた
－3－
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アラゴナイト殻の試料を分析し，吸熱ピークの存

在を確かめている。方解石は850℃～950℃に著
しい吸熱反応をもって分解すると言われている。

今回の分析は800℃前後で中止されているため，

ピークを確認していたいが，すべての試料で約

750℃以上から吸熱側へ急激に下降している。こ

れは炭酸塩の分解による吸熱反応の現れ始めであ

ると推定できる。

貝殻中の有機物質は糖、蛋白質などかなり複雑

な様相を呈しているので，有機物の変化によると

思われる発熱反応の解析は今後に検討する課題と

したい。
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